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【五つのしおり】

○ 気持ちのよいあいさつをします。

○ はっきり伝え合う言葉づかいをします。

○ 身の回りをきれいします。

○ 時間を守ります。

○ 自分の役割を果たします。

「 楽しく協力 ミラノでつながる 心の輪 」

｢ミラリンピック２０１４｣は、例年に増して55名のミラ

ノっ子たちのダイナミックな演技、嬉々とした表情、友を励

ます姿が印象的でした。準備期間は短くとも、自らが考えて

掲げた目標に懸命に向かう姿勢は圧巻でした。閉会式まで観

覧されたご来賓からもお褒めの言葉をたくさんいただくこと

ができました。子ども達が自ら考え、判断して、行動できた

運動会だったからこそに他ならないと考えますし、子ども達

の感想からも伺い知ることができました。今後も、子どもの

力を信じ、能力を引き出す教育実践を継続して行きたいと考

えます。保護者の皆様方のご支援有難うございました。

「勝った。運動会で白組が勝った。なぜ勝った？それはもちろんみんながんばったからだ。スローガンの

ように、心を一つにしてがんばった。むずかしい技、危ない技もあったけどみんな本番を成功させるため

にがんばった。練習の成果が出た。結果発表で白組が勝った後、運動会で一番大切ななのは何かと考えた。

大切なのは勝つことではない。がんばること、応援して励ますこと。そして成長することだ。来年もこの

ことを意識しながら、運動会にぼくは挑む。」 （児童の作文から一部抜粋）

◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇

太陽の日差しも強くなり、いよいよ本格的な夏の到来のようです。この時期の配慮事項としては「熱中症

の予防」が大切です。学校では、日々の健康観察とこまめな水分補給を心がけて指導いたしておりますが、

各ご家庭におかれましても子どもたちの健康の維持、管理をお願いします。

① 頭痛、気分が悪く吐き気がする、身体がだるいと訴え、生あくびをする等の症状はすべて熱中症の初期
から中度の症状といわれています。すぐに涼しい場所に移動させ、炎天下の野外にいる時は木陰や風通し
のよい場所に移動させて、足を高くして身体を横にして休ませる。

② 身体から熱を逃がすために衣服を脱がせ、露出させた皮フに水をかけて、うちわや扇風機などで扇ぎ、
体を冷やす。首筋、脇の下、太ももの付け根に冷たいペットボトルなどを当て、皮フの直下を流れる血液
を冷やす。

③ 熱中症にかかった場合、水1リットルに対し食塩1～2gいれて水分を補給させることも効果があると言
われます。自分で水が飲めないようであれば、無理に飲ませたりしないで直ちに医療機関へ搬送し、点滴
による水分補給を受ける。 （熱中症の予防と対策）

また、子たちが心待ちにしていた水泳教室も11日から始まります。低中学年（1～4年）、高学年・中学部

（小５～中３年）の２グループに分けて実施しますが、限られた人数の職員での指導となり子どもの観察、

監視体制が万全とはいえない状況です。そこで、参観された保護者の皆様から｢子どもの危険｣を感じられた

時に大きな声で知らせていただけますと、事故防止に。

☆☆顔を出しました！☆☆

五月の初旬、花壇ボランティアの ３日(火) 教育相談週間 保護者学級委員会

皆さんの手で植えられました花々が ４日(水) 中学部交歓会(ﾓﾝﾃｸﾞﾗｯﾊﾟ中)

顔を出して始めています。しばらく ５日(木) 全国学力検査

しますと玄関ゲート脇が華やぎ、子 ６日(金) 小学部遠足(1～4年生)･中学部実力テスト

ども達や来校される方々を癒やして 11 日(水) 水泳教室・安全点検日・授業参観日(-12日)

くれることでしょう。低学年の子ど 12 日(木) アクションの日

もたちも水やりに精を出しています。 13 日(金) 水泳教室（高）・(遠足予備日)


